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本稿では，その解析作業の途中経過として，明治期に撮影されたと思われる館蔵写真史

料に関する知見を，一覧表としての提示にはなるが，史料紹介のかたちで報告する。

対象とした近代写真史料とは，「写真」「絵葉書」に加えて，「年報」「実績報告」の口絵

写真，「案内誌」「パンフレット」で名所紹介などに挿図的に用いられた写真，広告やチラ

シに用いられた写真などである。今回の解析作業にあたっては，県内各地の近代のさまざ

まな姿を読み取ることを一義としたため，その対象を，県内の様相を捉えた写真に限定し

たほか，肖像写真や人物写真については，ごく一部の例外を除いて対象から除外した。

まずは，明治期後半作成の写真帖・写真入り刊行物 ＡＡ～～ＧＧ（別表参照）に収録された

写真を手がかりとして，被写体に関連する館蔵写真を抽出した。それぞれの写真について

丁寧な解説を附すことを最終的な目標としている（山口県文書館『開館 50 周年記念 山

口県文書館所蔵アーカイブズガイド ―幕末維新編―』〈2010 年〉の続編としての位置づ

け）が，さしあたってはそのリスト化を図り，№1001～～ 1237として別表を作成した。

２．明治末期の写真入り刊行物に関して

絵葉書の隆盛とともに，県内において，写真記録が増加する契機となったのが，明治 41
年（1908）4 月の東宮（のちの大正天皇）行啓と明治 44 年 11 月の明治天皇行幸である。

東宮行啓にあたり「防長志要」《リストＢ》，「明治三十七八年戦時竝戦後経営一斑」《リ

スト：参考４》 とあわせて編纂された写真帖が「防長名蹟」《リストＡ》である。いずれ

も献上用に作成されたものである。そして，「防長名蹟」や「防長志要」の編集素材を利

用して普及版として作成されたのが「山口県案内」《リストＤ》 である。京都の書肆図書

館で印刷製本された「防長名蹟」と比べると写真の印刷精度はかなり低いが，収録された

写真点数が多いため，明治末期の県内全域の様子を概観できる。「防長名蹟」と重複する

箇所については同じ写真が使われている。

「防長名蹟」の編集・著述にあたったのが山口の写真師麻生亮である。麻生亮が撮影者

として明記されているわけではないが，「防長名蹟」に用いられた写真とはカメラアング

ルに多少の差異があるもののほぼ同一のシーンを写し撮ったと判断できる台紙つき写真が

毛利家文庫写真史料に残されている。その台紙には 「A.Asow 山口麻生」のロゴマー

クを確認できる。したがって，「防長名蹟」編集に用いられたのは麻生亮自身の撮影した

写真と断定できる。

麻生亮は写真師としては麻生雲烟を名乗っている場合もある。明治 33 年 1 月に歩兵第

四十二聯隊射的場（吉敷郡宮野村）の造成現場を写した《写真 1085》 が，現時点で確認

できる麻生撮影のもっとも古い写真である。また，明治 36 年撮影の手札サイズの肖像写

真 《1194》の台紙には，「山口石観音町 来真軒麻生雲烟」とのロゴマークが刻まれてい

る。その当時，麻生が自らの写場を「来真軒」と称していたことがわかる。

「明治三十七八年戦時竝戦後経営一斑」は，日露戦後の県域における軍人援護の実績報

告の意味合いを持った写真帖である。日露戦後，廃兵・負傷兵・軍人遺家族に対する援護

事業（救護や生業扶助）は行政上の最重要課題であった。撮影者は不明であるが，苦境に

ありながら懸命に生きる戦争犠牲者の日常を写し撮った迫力ある写真が綴じ込まれてい

る。日露戦後の閉塞感に満ちた社会相が漂う貴重な写真史料である。

明治 44 年の明治天皇最後の行幸（九州での陸軍大演習視察）に際する三田尻御駐輦に

直面した防府町での県民の奉迎の様子，行在所となった多々良毛利邸の写真記録が「〈明
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